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表 1 市販配合土と発芽率・苗の生育
1 は じ め に

リンドウの栽培は,水田転作に向き冷涼な気候を好むこ

とから,本県では中山間地を中心に栽培されている。近篤

育苗,定植の省力化を図るためセル成型苗が導入されてき

たが,育苗中の生育が緩慢なため育苗日数が約 3カ 月かか

り,そ の間のかん水と施肥が煩雑となり,改善が求められ

ている。そこで,簡易で安定した苗生産を図るため,配合
土と施肥法について検討した。

2試 験 方 法

試験 1 市販配合土の比較
に)市販配合土と発芽率・苗の生育 1991年に市販の育
苗用配合± 9種について,追肥体系で検討した。系統はサ

サ系固定種で,220丸穴セルトレイを使用し, 3月 6日 に

播種し, 4月 中旬まで15℃加温とした。追肥は4月 6日 か

ら1週間に 1回,OK― F9の窒素濃度300 ppm液 を 1ト
レー当り1′ 程度施用した。

2)市販配合土と苗の生育 1992年 に市販の育苗用配合
± 5種について,無肥料で検討した。 3月 28日 に播種し,

4月 中旬まで15℃加温とした。

試験2 基肥量・追肥回数と苗質
1992年,基肥に被覆肥料オスモコート301を使用 し,配
合± 12当 りの窒素成分量を0,30Q600mgと し,追肥に
OK― F9の21Xl ppm液 を播種 1カ 月後から1ト レー当た

り12,施用量を無施用, 2週おき, 1週おきに設定し,
基肥と追肥を組み合わせた区を設けた。配合土はリンドウ

培土を用い, 3月 28日 に播種し, 4月 中旬まで15℃加温と

した。

試験 3 肥料の種類と苗質,成苗率
1993年,基肥に被覆肥料オスモコート301, マイクロサ

イズロングT70を用い,配合± lβ 当たり窒素成分で300
mg混合した。追肥はOK― F9,OK― F12,ハ イポネック
ス, ピータース育苗用を用い,播種 1カ 月後から1週間ご

とに200 ppm液を 1ト レー当たり1′ 施用 した。配合土

はリンドウ培土を用い, 2月 22日 に播種し, 4月 中旬まで

10℃加温とした。

3 試験結果及び考察

試験 1 市販配合上の比較
軋)市販配合土の発芽率は,与作 (単用),元気くん 1
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注 播種 :3/6,最低管理温度 :15℃ ,

追肥 :4/6か らOK― F-9の300ppm液 を1週間に1
回施用

表2 市販配合土と苗の生育 (追肥なし,播種90日ω

スー′ヾ ミックスA2004-― ― ―

メトロミックス350    40   08    5     8    13   060
メトロ■ クス2m2004-― ― ―

CI― リンドウ  48  15  16  2笙  37  072
注 播種 :3/28.最低管理温度 :15℃

表3 土壌化学性の推移 (表 2)

スー′ヾ―ミックスA  59 56 57 55  029 005 005 008
メ トロミ ックス350     60  66  65  65   050 007 010 010

メトロミックス2∞   60 67 64 68 041005009009
CI― リンドウ  64 66 Q7 66 097017011015

号, スーパー子床では低かった。これは pH, ECが 高い

ためと考えられる。播種103日後の苗の生育は,メ トロミッ

クス350, リンドウ培土, スーパーミックスA力浪好であっ

た (表 1)。

(2)追肥なしの条件で,市販配合土の肥効と苗の生育を

みると,いずれの配合土も肥効は播種 4週間後にほとんど

なくなった。播種90日 後の定植期でも生育量が不足 した

(追肥あり,播種103日後)

リンドウ

―-341-―



東 北 農 業 研 究 第 47号  (1994)

(播種90日後)表4 基肥量・追肥回数と苗質

600    :    :::   :|:    ::

注 播種 :3/28,最低管理温度 :15℃ ,基肥 :オ スモ
コート,液肥はOK― F-9,N-200ppm。 配合土 :

リンドウ培土

ピータース    オス■―1 3ol      ■処理
基肥 +迫肥   基屁

■ 地下部  § 地上椰

図 1 リンドウの肥料の種類と乾物重 (播種90日後)
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(表 2, 3)。 育苗中に肥料を施用せずに良苗を確保できる  たが定植に十分な生育量と考えられ,根鉢の形成も適当で
配合土はなく,追肥の必要性が認められた。        あった (表 4)。 試験 3 肥料の種類と苗質,成苗率
試験 2 基肥量・追肥回数と苗質              基肥を添加した区は,液肥のみ施用の区と比べて同等か
基肥を添加した区が生育が旺盛であった。基肥に加え液  それ以上の生育量が確保され,成苗率も高かった。液肥の
肥で追肥した区はやや過剰な生育と考えられた。配合± 1  み施用区では, ピーターネ育苗用 (9-45-15)の生育量
′当たりの施肥量300mg区 は600嘔区より生育量はやや劣っ  が多く,適当であった (表 5,図 1)。

表5 肥料の種類と苗質,成苗率 (播種90日後)
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注 播種 i2/22,最低管理温度 :10℃ ,配合土 :リ ンドウ培土
施肥 :基肥300mg/1,追肥200ppm,基 +追肥150mg/1+100ppm

%   %  %   %  %
追肥 OK― F9  15  (15 75)  15  15
″  OK―F12  15  (30 70)  20  15
″   ハイポネックス   15    (55  43)    30   15
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   ,イ クロロング    12     (60  60)     10    11

4ま と め

0)市販配合上の比較
追肥した場合,数種の配合土が適した。追肥しない場合,
適当な生育量が確保できる配合土はなかった。

(21 ttllE2・ 追肥回数と苗質

基肥添加の効果がみられ,更に追肥をプラスする必要は
認められなかった。

3)肥料の種類と苗質,成苗率
基肥添加は液肥追肥と同等かそれ以上の生育量が確保さ

れた。

14)以上のことから,被覆肥料を配合± 1″ 当り窒素成
分で300mgを基肥で添加することにより,窒素濃度

"Oppmの液肥による追肥体系と同等またはそれ以上の良苗が確保

できる。作業性の点からも実用的である。
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付表 肥料の成分含量

T― N (NH`一 N N03-N) P20,  K20
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